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平成２５年度事業計画書 

 

               平成25年4月  1日から 

平成26年3月 31日まで 

 

 

当財団は、地下鉄博物館の運営を通じて地下鉄に関する知識の普及を図るほか、交通文

化事業及び交通マナー事業を推進し、交通文化の発展に寄与するよう努めております。 

平成２５年度は、以下のとおり各公益事業活動に積極的に取り組んでまいります。 

また、当財団の本館建物につきましては、耐震化を図るため、平成２５年度から平成２

６年度にかけて建替を行います。 

 

１ 博物館事業 

地下鉄に関する資料等の収集、展示、解説及び案内等を通じて、お客様、特に小・中 

学生など若い世代の方々に対し、地下鉄に関する知識の普及と理解を深めていただくた 

め、以下の事業を行います。 

（１） 博物館の企画行事 

    本年度における特別展、イベント等を以下のとおり計画しております。 

  ア 特別展の開催  

   （ア）「地下鉄利用の変遷展」（仮称） 平成２５年６月～８月に開催予定 

     日本で最初の地下鉄は、昭和２年（１９２７年）１２月、上野～浅草間（２． 

    ２ｋｍ）に開通した東京地下鉄道株式会社の路線（現在の銀座線）でした。開通 

当時、運賃は均一料金で、利用するためには切符を購入するのではなく、ターン 

スタイルによる自動改札機に直接１０銭白銅貨を投入する方法でした。その後、 

乗車券や回数券などが登場し、戦後の相次ぐ地下鉄建設・開通に伴い、路線もネ 

ットワーク化され、運賃制度も変化してきました。また、駅の安全性や利用しや 

すさを高めるため様々な施設や設備が導入され、さらに郊外の路線との相互直通 

運転によって利用者の利便性は大きく変化しました。 

 この特別展では、日本で最初の地下鉄が開通してから今日に至るまで地下鉄の 

運賃制度や乗車券の移り変わり、乗車方法の変遷などをパネル等により紹介いた 

します。 
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（イ）「日本の主要都市における地下鉄開通の歴史展」（仮称） 

                   平成２５年１１月～平成２６年１月に開催予定 

        東京を始めとして高度に発達した大都市では、交通需要に対処するため地上交 

通だけでなく、地下においても鉄道が敷設されるようになりました。地下鉄は、 

多くの人々をより速く、よりスムーズに運ぶことで人々の暮らしや企業活動にな 

くてはならない交通機関となっています。 

 昭和２年（１９２７年）１２月に日本で最初の地下鉄が東京で開通し、その後、 

昭和８年（１９３３年）５月に東京に次いで２番目の地下鉄が大阪で、そして名 

古屋、札幌、神戸等と順次主要都市にも地下鉄が広がってきました。 

 この特別展では、主要都市の地下鉄建設の背景や開通の歴史などをパネル等に 

より紹介いたします。 

 

（ウ）「地下鉄における地下空間の秘密展」（仮称） 

                     平成２６年３月～４月に開催予定 

     地下鉄が建設されたことにより、新たな地下空間が生まれ、そこには地下鉄運 

行に必要な施設や設備があり、また憩いの場や商業施設など様々なものが存在し 

ています。地下の構造物等については、普段、目にするものから、目にすること 

のできないもの、さらには現在使われていないものなどがあります。 

 この特別展では、地下空間にどのような秘密が隠されているのか、地下にはど 

のような施設や設備があるのかなど、様々な謎を少しでも理解していただけるよ 

うパネル等により紹介いたします。 

 

イ  イベントの実施 

  入館したお子様に楽しんでいただけるよう、各期間において以下のイベントを行 

 います。 

（ア）春休み、ゴールデン・ウィーク行事（各種ゲーム大会、地下鉄建設記録映画、 

アニメ映画上映など） 

（イ）夏休み行事（お盆休みを中心に各種ゲーム大会、アニメ映画上映など） 

（ウ）鉄道の日行事（ＨO ゲージ模型電車運転会、子供鉄道セミナーなど） 

（エ）冬休み行事（各種ゲーム大会、地下鉄建設記録映画、アニメ映画上映など） 

 

  ウ 教育実習活動 
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    博物館実習（学芸員資格取得のための実習）、チャレンジ・ザ・ドリーム（近郊の

中学校からの要請による職場体験学習）等の教育実習活動を受け入れます。 

 

（２） 地下鉄関連資料の収集、保存及び貸出し 

    地下鉄に関する各種資料、写真等を継続的に収集、整理、保存するとともに、資

料のデータベース化を進めていきます。 

さらに、データベース化した貴重な資料を基にホームページに公開している「メ

トロアーカイブアルバム」の拡充に向け、内容の更新等に努めていきます。また、

自治体や学校等から要請があった場合には、所蔵資料などの貸出しもいたします。 

 

（３）  展示物の更新及び施設の改良等 

     東西線高架下のお客様用駐車場に隣接する用地が新たに借用できることから、駐

車スペースの増設と博物館の所蔵物等を収納する倉庫を設置します。また、経年劣

化により故障が発生している自動券売機２台については、交通系電子マネー対応型

の機種への置き換えを行います。さらにその他展示物等についても経年劣化に対応

し更新等を行います。 

  

（４） 新規商品の開発と販売 

    入館されたお客様から要望が多い博物館オリジナル商品の開発を積極的に行い、 

お客様に喜んでいただき来館記念となるよう努めます。 

 

本年度も博物館の管理・運営については、なお一層多くのお客様に来館していただける

よう、ポスターやホームページ、携帯サイトなどの媒体を通じて特別展や各種イベント等

を紹介するとともに、テレビ局、新聞社・雑誌社等メディアの取材、インタビューに積極

的に対応し、博物館のＰＲ活動を推進いたします。 

 

２ 交通文化事業 

  音楽会、文化展、歴史教室等の催しを通じて、多くの方々に、文化的で豊かな日々を 

提供するため、以下の事業を実施します。 

（１）  メトロコンサートの開催 

青少年への音楽文化の普及を図る文化活動の一環として、メトロコンサートを地

下鉄博物館ホールにおいて年３回開催いたします。 
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（２） 「 メトロポリス・クラシックス 」 コンサートの開催 

    気軽に楽しくクラシック音楽に触れていただくため、「メトロポリス・クラシック

ス」コンサートを年１回開催いたします。 

 

（３）  音楽の贈りものコンサート（出張音楽会）の開催 

    福祉活動に寄与するため、都内及び近郊の福祉施設、病院等において「音楽の贈

りものコンサート（出張音楽会）」を年７箇所において開催いたします。 

 

（４）  メトロ文化展の開催 

絵画、写真及び文学に係る作品を募集して、その中から優秀作品等を選び、以下

のとおり「メトロ文化展」を開催いたします。 

 ア 児童絵画の部（メトロ児童絵画展） 

地下鉄に興味を持っていただけるよう、小学生を対象に安全やマナーに関する絵

画作品を年１回募集し、特選、入選、佳作、奨励の各賞を計６００点選考のうえ、「メ

トロ文化展 児童絵画の部」として駅構内及び地下鉄博物館に展示いたします。 

イ 写真の部（メトロ写真教室・写真展） 

撮影テクニックの習得をはじめ、都内の名所旧跡、下町風情の残る地域などを撮

影する喜びを体験していただくため、参加者を募集し、専門家による写真教室及び

撮影会を年２回開催し、撮影作品の中から選考のうえ、「メトロ文化展 写真の部」

として駅構内に展示いたします。 

  ウ 文学の部（メトロ文学館） 

電車内で、文化的な雰囲気と潤いを感じていただくため、詩の募集を年２回行い、

優秀作品を選び、車内ポスターに掲出するとともに、入選作品を「メトロ文化展 文

学の部」として駅構内に展示いたします。 

 

（５） メトロ歴史教室の開催 

都内に残る名所旧跡など歴史的文物を知っていただくため、参加者を募集し、専

門家による解説と現地を探訪する歴史教室を年２回開催いたします。 
 
（６） Echika 池袋ギャラリーの運営 

    芸術文化の振興に寄与し、また駅におけるゆとりと潤いのある文化的空間の創造、 
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さらには文化芸術の薫る街を目指す地元地域の発展に資するために設置された 

「Echika 池袋ギャラリー」の管理運営を行います。展示につきましては、地元豊島 

区と当財団が行います。 

 

（７） パブリックアートの設置 

    芸術文化の振興に寄与し、人々の心に潤いを与えるため、「パブリックアート」を 

有楽町線豊洲駅に設置いたします。 

豊洲駅は、現在東京地下鉄（株）が大規模改良工事中であり、改良に合わせ設置 

場所を確保できることとなりました。設置する「パブリックアート」は、地元豊洲 

地区の今昔をイメージした陶板レリーフ１面の予定です。 

 

３ 交通マナー事業 

交通マナーの高揚を図るため、以下の事業を実施します。 

（１） マナーポスターの制作・掲出 

交通マナーの高揚を図るため、交通道徳宣伝用マナーポスターを制作し、毎月、 

駅構内等に掲出いたします。 

 

（２） 「地下鉄のはなし」の制作・配付 

小学生を対象として、交通マナー、地下鉄の歴史、役割、安全への取組み等を解 

説した小冊子「地下鉄のはなし」を１５万部制作し、地下鉄博物館及び主要駅に常 

置いたします。 

 

（３） 鉄道教室の開催 

交通マナーや地下鉄の知識を深めていただくため、小学生とその保護者を対象に 

参加者を募集し、施設見学及びセミナー等を行う鉄道教室を年１回開催いたします。 

 

（４） 啓蒙用グッズ類の配付 

交通道徳宣伝用啓蒙グッズを制作し、各種イベント参加者等に配付いたします。 

 

４ 本館建物の建替について 

  当財団が所有する本館建物は、昭和４９年７月に建築し、現在、３８年９箇月間が経 

過しております。 
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 本館建替につきましては、経年劣化に対応するため、当初平成３６年度に建替を行う 

計画としておりましたが、本建物は、現在の耐震基準を満たしていないことから、早期 

の耐震化につきましても検討してまいりました。 

 検討の結果、東日本大震災以降、首都直下地震の被害想定等が公表される中、安全上、 

早期に本館建替を行うこととし、平成２５年度に着手し、平成２６年度内に竣工する予 

定です。 

 

 

    以 上 



１　資金調達の見込について

　　 当期中における借入れの予定はありません。

２　設備投資の見込について

     当期中における重要な設備投資の予定は下記のとおりです。

（単位：円）

設備投資の内容
支出又は収入の

予定額
資金調達方法又は取得資金の使途

 本館建替工事（設計費、工事前渡金等） 174,050,000  本館建替積立資金の一部取崩し

 本館仮移転先内装工事 25,380,000  減価償却引当資産の一部取崩し

 博物館倉庫設置 13,000,000  減価償却引当資産の一部取崩し

 博物館自動券売機更新 9,000,000  減価償却引当資産の一部取崩し

 パブリックアート設置 20,000,000  現預金（流動資産）から充当　

平成２５年度 資金調達及び設備投資の見込について

(平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで）



合計
博物館事業 交通文化 交通マナー 共通 小計 物品販売 建物賃貸

　平　成　２５　年　度　収　支　予　算　書

平成25年４月１日から平成26年３月31日まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (単位：円）

科     目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 内部取引消去

　１．経常増減の部

共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

 

　　　　基本財産運用益

　　（１）経常収益

(49,900,986) (148,682,897)(98,781,911) (98,781,911)

　　　　特定資産運用益

98,781,911 98,781,911　　　　　基本財産受取利息

(924,885) (924,885) (382,389) (29,558,818)(28,251,544) (28,251,544)

49,900,986 148,682,897

　　　　事業収益 (21,384,000)

28,251,544 28,251,544　　　　　特定資産受取利息

(33,609,000) (54,993,000)(21,384,000) (33,609,000)

924,885 924,885 382,389 29,558,818

　　　　受取寄付金 (2,894,590)

21,384,000 33,609,000　　　　　博物館事業収益 21,384,000

(500,894,590)(498,000,000) (500,894,590)

(33,609,000) 54,993,000

　　　　　受取寄付金振替額 2,894,590

498,000,000 498,000,000　　　　　受取寄付金

2,894,5902,894,590

498,000,000

　　　　　受取利息

(43,000) (43,000) (2,264,400) (5,405,600)　　　　雑収益

22,000 22,000 65,00043,000 43,000

(22,000) (7,692,000) (7,735,000)

経常収益計 24,278,590

0 2,264,400 5,405,600　　　　　雑収益

946,885 42,225,885 50,283,375 741,864,305625,076,455 649,355,045 35,873,400 5,405,600

7,670,000 7,670,000

　　　　事業費 (397,173,614) (133,929,237) (94,692,700)

　　（２）経常費用

(0) (61,941,570) (687,737,121)(0) (625,795,551) (35,806,050) (26,135,520)

　　　　　役員報酬 7,554,780 11,240,760 7,167,900

23,299,000　　　　　売店売上原価

1,160,640 27,124,08025,963,440 773,760 386,880

23,299,000 23,299,000

　　　　　賞与 21,822,288 4,432,228 4,432,228

130,124,392 3,205,504 405,760　　　　　給料手当 94,093,928 18,015,232 18,015,232

612,394 31,299,13830,686,744 543,586 68,808

3,611,264 133,735,656

　　　　　臨時雇賃金 9,983,386 249,034 249,034

22,078,524 500,925 63,408　　　　　賞与引当金繰入 16,405,109 2,836,708 2,836,707

270,293 10,751,74710,481,454 239,923 30,370

564,333 22,642,857

　　　　　退職給付引当金繰入 5,926,139 264,825 264,824 167,886 6,623,6746,455,788 149,022 18,864

　　　　　通勤費 6,641,564 845,516 845,516

2,894,118 86,250 43,125　　　　　役員退職慰労引当金繰入 842,231 1,252,781 799,106

243,682 8,576,2788,332,596 216,302 27,380

129,375 3,023,493

　　　　　法定福利費 21,241,286 3,910,634 3,910,634

896,524 9,638 1,220　　　　　被服費 832,516 32,004 32,004

942,243 30,004,79729,062,554 836,373 105,870

10,858 907,382

　　　　　旅費交通費 869,280 182,320 152,320

6,302,838 354,631 44,890　　　　　福利厚生費 4,779,642 761,598 761,598

67,640 1,271,5601,203,920 60,040 7,600

399,521 6,702,359

　　　　　運送費 1,211,580 217,520 103,520

2,319,920 178,540 22,600　　　　　通信費 1,751,280 341,820 226,820

98,790 1,631,4101,532,620 87,690 11,100

201,140 2,521,060

　　　　　備消品費 3,463,620 502,780 402,780

101,105,261 386,521 5,411,965　　　　　減価償却費 83,574,411 8,765,425 8,765,425

203,810 4,572,9904,369,180 180,910 22,900

5,798,486 106,903,747

　　　　　図書費 1,325,620 135,780 135,780

38,455,330 199,080 757,372　　　　　修繕費 36,586,560 934,385 934,385

114,810 1,711,9901,597,180 101,910 12,900

956,452 39,411,782

　　　　　光熱水料費 12,220,000 751,947 751,947

19,234,430 92,035 11,650　　　　　印刷製本費 3,853,370 5,975,530 9,405,530

707,112 14,431,00613,723,894 707,112

103,685 19,338,115

　　　　　賃借料 9,934,092 1,395,148 1,395,148

65,000　　　　　諸会費 65,000

1,514,246 14,238,63412,724,388 1,344,106 170,140

0 65,000

　　　　　衛生保健費 721,284 71,696 71,696

44,520 4,740 600　　　　　求人費 34,680 4,920 4,920

42,542 907,218864,676 37,762 4,780

5,340 49,860

　　　　　保険料 2,530,000 118,679 73,679

7,148,840 1,580 200　　　　　広告宣伝費 6,833,560 157,640 157,640

64,584 2,786,9422,722,358 64,584

1,780 7,150,620

　　　　　租税公課 9,916,234 3,243,721 3,240,721

480,680 42,660 5,400　　　　　研修費 392,120 44,280 44,280

3,211,177 19,611,85316,400,676 1,337,565 1,873,612

48,060 528,740

　　　　　雑費 4,659,534 2,120,446 1,174,446

24,400,280 1,132,860 143,400　　　　　委託費 10,408,520 3,215,880 10,775,880

658,167 8,612,5937,954,426 403,137 255,030

1,276,260 25,676,540

　　　　　展示費 16,700,000

32,872,000 15,456,000　　　　　除却費 16,436,000 16,436,000

0 16,700,00016,700,000

15,456,000 48,328,000

　　　　　マナー事業開催費 1,125,000

45,472,000　　　　　文化事業開催費 45,472,000

0 1,125,0001,125,000

0 45,472,000

　　　　　役員報酬

　　　　管理費

11,563,920 11,563,920

(59,971,904) (59,971,904)

　　　　　賞与

　　　　　給料手当

1,162,862 1,162,862

6,857,344 6,857,344

　　　　　臨時雇賃金

　　　　　賞与引当金繰入

513,253 513,253

1,071,599 1,071,599

　　　　　役員退職慰労引当金繰入

　　　　　退職給付引当金繰入

1,289,007 1,289,007

318,795 318,795

　　　　　被服費

　　　　　通勤費

20,618 20,618

462,722 462,722

　　　　　福利厚生費

　　　　　法定福利費

758,641 758,641

1,789,203 1,789,203

　　　　　通信費

　　　　　旅費交通費

381,940 381,940

128,440 128,440

　　　　　減価償却費

　　　　　運送費

3,434,653 3,434,653

187,590 187,590

　　　　　修繕費

　　　　　備消品費

665,218 665,218

387,010 387,010

　　　　　印刷製本費

　　　　　図書費

196,885 196,885

218,010 218,010

　　　　　諸会費

　　　　　光熱水料費

331,000 331,000

350,994 350,994

　　　　　求人費

　　　　　賃借料

10,140 10,140

2,875,366 2,875,366

　　　　　広告宣伝費

　　　　　衛生保健費

3,380 3,380

80,782 80,782

　　　　　研修費

　　　　　保険料

91,260 91,260

32,058 32,058

　　　　　支払寄付金

　　　　　租税公課

1,064,000 1,064,000

3,707,347 3,707,347

8,362,407 8,362,407

　　　　　除却費 7,672,000 7,672,000

　　　　　委託費 3,983,460 3,983,460

　　　　　雑費　

　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 372,895,024 △ 133,929,237 △ 94,692,700

0 625,795,551 35,806,050 26,135,520経常費用計 397,173,614 133,929,237 94,692,700

946,885 △ 19,715,685 △ 9,688,529 △ 5,844,720625,076,455 23,559,494 67,350 △ 20,729,920

0 61,941,570 59,971,904 747,709,025

　２．経常外増減の部

625,076,455 23,559,494 67,350 △ 20,729,920　　　当期経常増減額 △ 372,895,024 △ 133,929,237 △ 94,692,700 946,885 △ 19,715,685 △ 9,688,529 △ 5,844,720

　　   経常外費用

　　　　　 経常外費用計 0 26,999,065 26,999,065

0 53,998,130 0 25,389,240　　　　　固定資産除却損 0 26,999,065 26,999,065

0 25,389,240 12,602,630 91,990,0000 53,998,130 0 25,389,240

0 25,389,240 12,602,630 91,990,000

       　　他会計振替額

0 △ 53,998,130 0 △ 25,389,240　     　　当期経常外増減額 0 △ 26,999,065 △ 26,999,065

0 0 00

0 △ 25,389,240 △ 12,602,630 △ 91,990,000

　　　　　一般正味財産期首残高 △ 744,235,292 △ 239,637,732 △ 167,002,031

625,076,455 △ 30,438,636 67,350 △ 46,119,160　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 372,895,024 △ 160,928,302 △ 121,691,765

3,339,824,322 3,353,725,624 14,644,097 11,721,987,8809,504,493,214 8,353,618,159 8,922,614 4,978,688

946,885 △ 45,104,925 △ 22,291,159 △ 97,834,720

Ⅱ　指定正味財産増減の部

10,129,569,669 8,323,179,523 8,989,964 △ 41,140,472　　　　　一般正味財産期末残高 △ 1,117,130,316 △ 400,566,034 △ 288,693,796 3,340,771,207 3,308,620,699 △ 7,647,062 11,624,153,160

　　一般正味財産への振替額 △ 2,894,590△ 2,894,590 △ 2,894,590

　　　　　指定正味財産期首残高

△ 2,894,590 △ 2,894,590　　　　　当期指定正味財産増減額

435,247,084435,247,084 435,247,084

△ 2,894,590

3,340,771,207 3,308,620,699 △ 7,647,062 12,056,505,65410,561,922,163 8,755,532,017 8,989,964 △ 41,140,472

432,352,494

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 1,117,130,316 △ 400,566,034 △ 288,693,796

432,352,494 432,352,494　　　　　指定正味財産期末残高


